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犬と猫の様々な糖尿病症例 

〜プロジンク、フリースタイルリブレの使用例も含めて〜 
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要旨 

犬や猫の糖尿病治療は、新しい動物用インスリンの開発や、ヒト糖尿病治療の発展とともに大きな変化が起こってい

ます。今回はプロジンクを中心とした、犬と猫におけるインスリン選択のコツをまずお話しします。また近年販売され

た持続型血糖測定器であるフリースタイルリブレの獣医療での臨床応用の可能性についてもお話しします。また症例と

して犬の糖尿病性ケトアシドーシス、猫の食欲不振、犬と猫において炎症マーカーが高い場合の血糖コントロールにつ

いてもお話しさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 


